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名古屋城と熱田台地を結ぶ堀川を舞台にした現代アートイベント

streaming heritage ���� autumn
「ストリーミング・ヘリテージ｜台地と海のあいだ」開催します。

なごや日本博事業実行委員会は、2021年3月に開催した streaming heritage 2021 spring に続き、
11月にstreaming heritage 2021 autumn「ストリーミング・ヘリテージ｜台地と海のあいだ」を開催します。

「ストリーミング・ヘリテージ｜台地と海のあいだ」は、昨年度より開催している先端技術・アート・地域文化を組み合わせた、芸術文
化による名古屋の都市魅力の向上を図るイベントです。
　名古屋城から堀川沿いに熱田・宮の渡しまで、名古屋台地と熱田台地のへりにある文化資源や観光資源をひとつづきに結ぶ [stream]
を舞台に、現代アートによって名古屋の歴史・文化遺産[heritage]にハイライトを当てます。歴史と現在をインタラクトさせ、名古屋独自
の文化芸術の魅力を世界に向けて発信します。それにより、社会経済活動再活性化へのきっかけにつながることを目指します。
　今回は名古屋城エリア（名古屋能楽堂・四間道）、納屋橋エリア、熱田・宮の渡しエリアの各会場にて、アーティストによる作品展示
やパフォーマンス、トークイベントなどを行います。普段は一般公開していない指定文化財を展示会場としているところも見どころです。
水辺のイメージが無い名古屋の新たな魅力を堀川を中心に現代アートによって発信していきます。ぜひご来場ください。

streaming heritage 2021 autumn
ストリーミング・ヘリテージ｜台地と海のあいだ

会期：2021年11月12日（金）～28日（日） ＊原則期間中の金土日祝に開催
会場：名古屋城エリア（名古屋能楽堂・四間道）、納屋橋エリア、熱田・宮の渡しエリア
主催：なごや日本博事業実行委員会
　　   [構成団体] 名古屋市、ユネスコ・デザイン都市なごや推進事業実行委員会、
　　　　　　       公益財団法人名古屋まちづくり公社、名古屋商工会議所、中日新聞社
助成：令和3年度　日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業（文化庁）

◆主なイベントスケジュール
11/17（水） トークイベント（名古屋能楽堂）
11/19（金） パフォーマンス（納屋橋）
11/27（土） パフォーマンス（納屋橋）　＊雨天延期の場合 28（日）に開催
● 11/21（日） 熱田・宮の渡し会場では「あったか！あつた魅力発見市2021 宮の浜市」が開催されます。

本展は愛知県で唯一「令和3年度日本博を契機とする文化資源コンテンツ創成事業」に採択された事業です。
媒体をお持ちの方は、情報の掲載や取材をご検討いただけますよう宜しくお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の状況等により、実施内容等が変更となる場合があります。最新情報は公式Webサイト、SNSにてお知らせします。

開催概要
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前回開催時の様子
2021年3月に開催しましたstreaming heritage 2021 spring「ストリーミン
グ・ヘリテージ｜台地と海のあいだ」は、コロナ禍による様々な制限下では
ありましたが、多くの方々に楽しんでいただきました。また、期間中は、来場
いただくのが難しい方々に向けてSNSやオンラインでの動画配信を行い、
名古屋の水辺に息づく伝統と新しい文化の融合を発信し続けました。

お問い合わせ：なごや日本博事業実行委員会事務局
　　　　　　   〒460-0003　名古屋市中区錦二丁目11‐24　長者町コットンビル2A
　　　　　　    TEL：052-232-7260
広報に関するお問い合わせ：press@streamingheritage.jp

■連携イベント ■SNSも随時更新中！
最新情報更新はこちらからもチェックできます。

■新型コロナウイルス感染症対策に関して

Webサイト Instagram Twitter

新型コロナウイルス感染症への対策を講じた上で実施いたします。ご来場に際しては、以下の点にご留意くださいますよう、お願い申し上げます。
　・屋内や屋外のパフォーマンス・展示などに関わらず、ご来場の皆様にはマスクの着用をお願いします。
　・手洗いと手指消毒、咳エチケットへのご配慮、社会的距離の確保にご協力をお願いします。
　・各会場では検温を行います。37.5℃以上の発熱があると認められた際は、ご入場をお断りさせていただきます。
　・新型コロナウイルスの感染が認められた場合のご連絡や調査のため、会場にてご連絡先のご記入にご協力ください。
　・混雑や人の密集を避けるため、各会場ごとに人数制限を設けています。混雑時には、お待ちいただく場合がございます。

今回ストリーミング・ヘリテージと同時期に開催する、ほかの名古屋市内のイベントとも連携し
ております。名古屋の魅力が詰まっているイベントです。ぜひご来場ください。

● 11/14（日） SDGs連携イベント アップサイクルワークショップ＋トークイベント（長者町コットンビル）

◆名古屋城エリア（名古屋能楽堂・四間道）
　近世以降の名古屋の文化や経済は、城下町が中心となり発展しました。名古屋城の正面（南）に
は名古屋のまちづくりの基礎となる町人の住む町がつくられ、生活物資の運搬水路として堀川は活
躍しました。現在、名古屋城の正門前には総木曽檜造りの能舞台を有する名古屋能楽堂があります。
また、名古屋城の西に位置する伊藤家住宅（愛知県指定文化財）は、主屋と4棟の土蔵からなり、堀
川の水運を利用して家業を営んだ商家です。名古屋城下町の形成にかかわる堀川との深い関連があ
り、上級商家建築として貴重な建物として残されています。

◆納屋橋エリア
　名古屋城と熱田の海をつなぐ堀川には、江戸時代に架けられた7つの橋があります。納屋橋は、名古
屋城築城とともに堀川が開削されたときに架けられ、付近の地名をとって名付けられました。江戸時
代、全国有数の焼き物産地であった瀬戸の焼き物は、矢田川・庄内川などを通じて堀川の脇にあった尾
張藩の御蔵（現在の天王崎橋、三蔵通付近）に集められ、検品された上で全国に出荷されていました。

◆熱田・宮の渡しエリア
　現在の熱田周辺は、国道やビルに囲まれ海から遠く離れていますが、江戸時代の初め頃、東海
道唯一の海上路であった宮の渡し前には伊勢湾が広がり、海運の拠点として栄えていました。寛永
2年（1625年）には常夜灯が建てられ、船の出入り口の目印に。江戸時代以降、次第に新田として
開発が進み、海は陸から離れていきました。その新田も今では工場や住宅地へと姿を変えていま
す。東海道宮の宿、旧七里の渡しの船場に面して江戸後期に建てられた旧旅籠屋「伊勢久」（名古
屋市指定文化財 丹羽家住宅）を会場としています。

会場説明

伊藤家住宅

名古屋能楽堂

納屋橋

丹羽家住宅（旧伊勢久）


